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ブルデューのパノフスキー受容と社会学的展開

ブ
ル
デ
ュ
ー
の
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
受
容
と
社
会
学
的
展
開

―
︱
美
術
史
研
究
を
反
省
的
社
会
学
に
継
承
す
る
「
手
法
」
―
︱三　

　

浦　
　

直　
　

子

１
．　

は
じ
め
に

２
．　

学
問
的
に
妥
当
な
範
囲
画
定
の
探
究

３
．　

学
校
制
度
と
ハ
ビ
ト
ゥ
ス

４
．　

創
造
者
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス

５
．　

お
わ
り
に
︱︱

理
論
と
方
法
論
の
相
互
作
用
と
し
て
の
反
省
的
社
会
学

１
．　

は
じ
め
に

　

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
一
九
六
七
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
美
術
史
研
究
者
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス

キ
ー（（
（

に
よ
る
二
つ
の
英
文
著
作
︱︱

著
書
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
学
』
お
よ
び
小
論
「
サ
ン
＝
ド
ニ
修
道
院
長
シ
ュ
ジ
ェ
ー

ル
（
（
（

」
︱︱

を
仏
訳
し
、『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
的
思
考
』
と
い
う
仏
語
タ
イ
ト
ル
を
付
し
て
、
ミ
ニ
ュ
イ
社
の
サ
ン
ス
コ
モ
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ン
・
シ
リ
ー
ズ
か
ら
出
版
し
て
い
る（（
（

。
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
他
人
の
著
作
を
自
ら
仏
訳
し
て
出
版
し
た
の
は
、
生
涯
に
お
い
て
こ
の
書
籍

た
だ
一
冊
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
仏
訳
書
の
「
後
書
き
」
に
は
、
美
術
史
研
究
か
ら
得
た
新
た
な
社
会
学
的
着
想
に
対
す
る
、
若

き
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
情
熱
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
で
は
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
美
術
史
研
究
を
ど
の
よ
う
に
自
身
の
社
会

学
へ
と
継
承
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
自
身
の
社
会
学
理
論
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
の
構
想
に
あ
た
り
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
多
く
を

負
っ
て
い
る
と
、
後
に
自
著
で
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る（（
（

。
し
か
し
、
具
体
的
に
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
美
術
史
研
究
か
ら
ど
の
よ
う
に

／
ど
の
よ
う
な
着
想
を
得
た
の
か
に
つ
い
て
ま
で
は
論
じ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
が
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
に
由
来
す
る
と
い
う
解
釈
は
定
着
し
て
い
る
も
の
の
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
ブ
ル
デ
ュ
ー
に
与
え
た
影
響
の
詳
細
に
つ
い
て
検

討
し
た
社
会
学
の
既
存
研
究
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
一
方
で
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
社
会
学
に
関
す
る
学
史
学
説
研
究
（Jenkins 2002, 

Robbins 1991

）
で
は
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
自
身
に
よ
る
言
及
の
要
約
に
留
ま
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
に
関
す
る
理
論

研
究
（Crossley 2013, 

宮
島 

一
九
九
四
）
は
、
哲
学
史
や
社
会
学
史
の
伝
統
の
中
に
ブ
ル
デ
ュ
ー
社
会
学
を
位
置
づ
け
よ
う
と
試
み

る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
美
術
史
研
究
と
ブ
ル
デ
ュ
ー
社
会
学
と
の
関
係
は
、
あ
ま
り
十
分
に
検
討

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
対
し
て
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
受
容
を
検
討
し
た
既
存
研
究
は
、
美
学
（H

ooker et al. 2001

）、

言
語
学
（H

anks 2005

）、
歴
史
学
（H

olsinger 2005
）、
建
築
学
（W

ebster 2011

）
な
ど
、
様
々
な
隣
接
分
野
と
社
会
学
と
い
う

二
つ
の
学
問
領
域
に
ま
た
が
る
研
究
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。

　

本
論
文
は
、
冒
頭
に
挙
げ
た
ブ
ル
デ
ュ
ー
に
よ
る
仏
訳
書
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
的
思
考
』
に
付
さ
れ
た
「
後
書
き
」
を
詳

細
に
検
討
し
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
社
会
学
の
学
史
学
説
研
究
の
立
場
か
ら
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
に
よ
る
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
受
容
と
社
会
学
的
展
開

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る（（
（

。
な
お
本
論
文
は
、
拙
稿
（
三
浦 

二
〇
一
六
）
の
研
究
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
い

る
。
拙
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
偶
然
に
用
い
た
ラ
テ
ン
語
「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
か
ら
着
想
を
得
た
と
ブ
ル
デ
ュ
ー
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が
自
著
で
回
顧
し
て
い
た
の
は
、
じ
つ
は
「
後
書
き
」
の
中
で
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
長
文
を
引
用
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
古
文
書
研
究
者
ロ

ベ
ー
ル
・
マ
リ
シ
ャ
ル
の
論
文
中
に
登
場
し
た
用
語
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
リ
シ
ャ
ル
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
美
術
史
研
究
に
立
脚

し
て
、
中
世
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
と
の
間
に
見
ら
れ
る
類
似
性
を
詳
細
に
分
析
し
た
。
ブ
ル
デ
ュ
ー
独
自
の
ハ
ビ

ト
ゥ
ス
概
念
の
特
徴
に
は
︱︱

例
え
ば
、「
趣
好
（goût

）」
を
集
団
的
・
社
会
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
視
点
、
慣
習
行
動
（
日
常

実
践
：pratique
）
の
生
成
原
理
と
い
う
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
定
義
、
お
よ
び
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
が
「
中
間
項
」
と
し
て
様
々
な
文
化
領
域
に

表
出
す
る
こ
と
な
ど
は
︱︱

、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
よ
り
も
む
し
ろ
マ
リ
シ
ャ
ル
か
ら
の
強
い
影
響
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
本
論

文
で
は
、
マ
リ
シ
ャ
ル
か
ら
の
影
響
を
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
か
ら
の
そ
れ
と
区
別
す
る
こ
と
で
よ
り
鮮
明
と
な
る
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
「
手

法
」
と
し
て
の
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
受
容
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
る
。

　

２
．　

学
問
的
に
妥
当
な
範
囲
画
定
の
探
究

　

２
︲
１　

美
術
史
の
時
代
区
分
と
精
神
習
慣

　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
自
著
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
学
』
の
中
で
、
美
術
史
の
時
期
区
分
を
実
証
す
る
た
め
の
新
た
な
方
法
論

（
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
）
に
立
脚
し
、
一
二
～
一
三
世
紀
の
学
問
（
ス
コ
ラ
学
）
と
諸
芸
術
と
の
「
パ
ラ
レ
ル
な
（
平
行
な
）」
発
展
を
詳
細

に
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
方
法
論
は
、
次
の
よ
う
に
抽
出
で
き
よ
う
。

　

最
初
に
、「
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
学
の
間
に
は
、
時
間
と
場
所
と
い
う
純
粋
に
事
実
の
領
域
に
お
い
て
、
と
て
も
偶
然
と
は

思
え
な
い
明
白
な
同
時
発
生
が
存
在
し
て
い
る
」
こ
と
に
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
注
目
し
（Panofsky 1951, 2=2001, 8

）、
史
料
に
基
づ

き
詳
細
を
検
討
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
初
期
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
特
徴
は
初
期
ス
コ
ラ
学
的
で
あ
る
こ
と
、
同
様
に
、
盛
期
や
後
期
の

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
も
、
盛
期
ス
コ
ラ
学
や
後
期
ス
コ
ラ
学
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
描
出
し
た
（
引
用
文
中
の
、
※
印
に
よ
る
補
足
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お
よ
び
傍
点
に
よ
る
強
調
は
、
筆
者
に
よ
る
：
以
下
同
）。

　

初
期
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
が
ス
ゲ
リ
ウ
ス
（
※
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
）
の
サ
ン
＝
ド
ニ
（
※
教
会
）
で
誕
生
し
た
の
と
同
じ
瞬
間
と
同
じ
環
境
に
お

い
て
、
初
期
ス
コ
ラ
学
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
思
考
す
る
こ
と
の
新
様
式
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
建
て
る
こ
と
の
新
様
式
と
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
…
…
）、

共
に
パ
リ
を
中
心
と
す
る
半
径
一
〇
〇
マ
イ
ル
に
満
た
な
い
円
の
中
に
包
含
さ
れ
る
地
域
か
ら
広
ま
っ
た
。
し
か
も
両
者
は
と
も
に
一
五
〇

年
ば
か
り
の
間
こ
の
地
域
を
中
心
と
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。（
…
…
）
盛
期
ス
コ
ラ
学
は
一
二
世
紀
の
変
わ
り
目
に
始
ま
っ
た
と
一
般
的

に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
ち
ょ
う
ど
、
盛
期
ゴ
シ
ッ
ク
（
※
建
築
）
の
体
系
が
、
シ
ャ
ル
ト
ル
と
ソ
ワ
ソ
ン
（
※
の
大
聖

堂
）
に
お
い
て
最
初
の
大
成
功
を
な
し
と
げ
た
そ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。（
…
…
）
そ
し
て
初
期
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
盛
期
ス
コ
ラ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

学
の
顕
著
な
諸
特
性
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
初
期
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
盛
期
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
を
性
格
づ
け
る
諸
特
徴
と
著
し
く
類
比
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

（Ibid. 4-6=10-11

）

　

諸
作
品
間
や
文
化
的
諸
領
域
間
の
類
似
性
・
平
行
性
を
指
摘
す
る
際
、
偶
然
や
見
せ
か
け
の
一
致
に
囚
わ
れ
る
危
険
性
を
避
け
る

た
め
に
、「
ど
の
よ
う
に
作
品
が
作
ら
れ
た
の
か
」
と
い
う
作
品
の
生
成
原
理
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
妥
当
な
手
法
で
あ

ろ
う（（
（

。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
一
二
～
一
三
世
紀
に
お
い
て
ス
コ
ラ
学
的
な
思
考
形
態
が
、
建
築
家
や
文
化
生
産
者
の
〈
行
為
を
規
制

す
る
原
理
〉
︱︱

言
い
換
え
れ
ば
、
作
品
の
生
成
原
理
︱︱

で
あ
る
「
精
神
習
慣
（m

ental habit

）」
と
し
て
作
用
し
て
い
た
こ
と

を
見
出
し
た
（Ibid. 20-21=37

）。
さ
ら
に
進
め
て
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
ス
コ
ラ
学
が
そ
の
時
期
区
分
ご
と
に
「
精
神
習
慣
」
と
し

て
建
築
に
影
響
を
与
え
た
（
建
築
様
式
の
時
期
区
分
の
根
拠
と
な
っ
た
）
理
由
を
考
察
す
べ
く
、「
都
市
的
」
で
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
」

な
性
格
を
帯
び
た
、
新
し
い
「
学
校
制
度
」
の
台
頭
と
変
遷
に
注
目
し
た
。

　

一
一
三
〇
︲
四
〇
年
頃
と
、
一
二
七
〇
年
頃
と
の
間
の
時
期
で
「
パ
リ
の
周
囲
一
〇
〇
マ
イ
ル
地
帯
」
は
例
外
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
密
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度
の
高
い
小
領
域
に
お
い
て
、
ス
コ
ラ
学
は
教
育
に
お
い
て
独
占
同
様
の
も
の
を
持
っ
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
…
…
）（
※
ス
コ
ラ
学
の
時
代
的
変
遷
を

た
ど
る
と
）
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
会
の
学
問
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
、
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク
ス
と
ベ
ッ
ク
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た

ス
コ
ラ
学
の
運
動
が
、
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
士
た
ち
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
た
ち
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
結
実
し
た
よ
う
に
、（
※
同
様

に
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
時
代
的
変
遷
も
）
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院
で
準
備
さ
れ
、
サ
ン
＝
ド
ニ
（
※
教
会
）
の
ス
ゲ
リ
ウ
ス
（
※
シ
ュ

ジ
ェ
ー
ル
）
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
は
、
大
都
市
の
諸
教
会
堂
に
お
い
て
そ
の
頂
点
に
達
し
た
の
で
あ
る
。（Ibid. 21-

22=38-39

）

　　

さ
ら
に
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
同
時
期
に
都
市
部
で
、
中
世
の
文
化
に
携
わ
る
専
門
家
集
団
と
し
て
様
々
な
文
化
生
産
者
が
台
頭
し

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
都
会
住
ま
い
の
専
門
的
な
出
版
人
が
、
本
屋
と
と
も
に
出
現
し
た
。
そ
し
て
都
会
住
ま
い
の
専
門
的
な
画

家
、
彫
刻
家
、
宝
石
細
工
師
が
、
ま
た
（
…
…
）
都
会
住
ま
い
の
専
門
的
学
者
が
、（
…
…
）
都
会
住
ま
い
の
専
門
的
建
築
家
が
」
社

会
集
団
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
特
に
専
門
的
建
築
家
は
、
各
地
の
教
会
の
建
築
・
監
理
を
請
け
負
っ
た
た
め
に
、「
広
く
旅

を
し
、
し
ば
し
ば
本
を
よ
く
読
む
世
界
人
に
成
長
し
」、
そ
れ
ゆ
え
、
ス
コ
ラ
学
の
原
著
を
直
接
読
ま
な
か
っ
た
と
し
て
も
な
お
、

当
時
の
都
市
生
活
を
通
じ
て
「
無
数
の
仕
方
で
ス
コ
ラ
学
的
観
点
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
」
と
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
考
察
し
た
（Ibid. 

23-25=39-41

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
世
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
お
い
て
、
教
会
を
中
心
に
発
達
し
た
パ
リ
周
辺
の
都
市
部
に
暮
ら
し
て
い
た
建
築
家
・
文

化
生
産
者
の
生
活
お
よ
び
彼
ら
と
宗
教
家
（
ス
コ
ラ
学
者
）
と
の
協
働
を
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
「
精
神
習
慣
」
が
共
有
さ
れ
た
理
由

と
し
て
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　

２
︲
２　

ブ
ル
デ
ュ
ー
社
会
学
の
階
級
区
分
と
ハ
ビ
ト
ゥ
ス

　

美
術
史
研
究
に
お
け
る
時
期
区
分
と
は
、
諸
作
品
全
体
の
時
代
的
特
徴
を
把
握
し
な
が
ら
、
個
々
の
作
品
の
異
同
を
判
断
し
、
様
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式
の
境
界
線
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
え
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
時
期
区
分
の
学
問
的
な
妥
当
性
を
検
討
し
、
ゴ

シ
ッ
ク
芸
術
と
ス
コ
ラ
学
と
の
間
に
存
在
す
る
つ
な
が
り
に
「
真
の
因
果
関
係
」（Ibid.20=37

）
を
見
出
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、

初
期
～
後
期
ス
コ
ラ
学
の
思
考
形
態
が
、
中
世
都
市
に
暮
ら
す
建
築
家
の
「
精
神
習
慣
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
初
期
～
後
期
ゴ
シ
ッ

ク
建
築
の
生
成
原
理
と
し
て
作
用
し
た
こ
と
を
描
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
方
法
論
の
論
理
構
成
を
抽
出
す

れ
ば
、
美
術
史
と
い
う
「
時
間
軸
」
に
対
す
る
境
界
線
引
き
の
根
拠
と
し
て
、「
空
間
」
的
な
理
由
づ
け
（
都
市
空
間
で
共
有
さ
れ
た

「
精
神
習
慣
」
の
相
違
）
を
見
出
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
方
法
論
の
「
時
間
／
空
間
」
軸
を
反
転
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
身
の
社
会
学
的

研
究
の
階
級
区
分
に
適
用
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
と
い
う
「
空
間
軸
」
の
広
が
り
に
対
し
て
、

そ
こ
に
内
在
す
る
差
異
の
構
造
を
、
階
級
の
「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
に
注
目
し
て
境
界
線
を
引
く
（
範
囲
画
定
す
る
）
試
み
で
あ
る
。
階

級
の
「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
は
、
音
楽
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
か
）、
読
書
（
古
典
文
学
か
大
衆
小
説
か
）、
ス
ポ
ー
ツ
（
テ
ニ
ス
か

サ
ッ
カ
ー
か
）
と
い
っ
た
文
化
的
諸
領
域
に
お
け
る
趣
好
を
生
み
出
す
図
式
の
体
系
で
あ
り
、
人
々
の
慣
習
行
動
（
日
常
実
践
：

pratique

）
の
生
成
原
理
と
し
て
定
義
さ
れ
る
︱︱

こ
れ
が
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
の
「
構
造
化
す
る
構
造
」
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
他

方
で
ま
た
「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
は
、
幼
少
期
の
家
庭
環
境
か
ら
「
時
間
」
を
か
け
て
体
得
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
既
存
秩
序
の
中
で
現
在
の

生
活
へ
と
至
る
経
歴
や
過
程
を
反
映
す
る
た
め
に（（
（

、
自
ら
が
属
す
る
社
会
階
級
を
（
意
図
せ
ず
）
自
他
に
物
語
る
分
割
原
理
と
し
て

作
用
す
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
︱︱

こ
れ
が
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
の
「
構
造
化
さ
れ
る
構
造
」
と
い
う
側
面
と
い
え
る
。
こ
こ
か

ら
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
方
法
論
の
論
理
構
成
に
注
目
す
れ
ば
、
社
会
階
級
と
い
う
「
空
間
軸
」
の
境
界
線
が
形
成
さ
れ
る
根
拠
と
し
て
、

「
時
間
」
的
な
理
由
づ
け
（
個
人
的
・
集
合
的
な
歴
史
の
産
物
と
し
て
の
「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」）
を
設
定
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

加
え
て
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
諸
作
品
の
時
代
的
・
社
会
的
背
景
を
考
察
す
べ
く
、
歴
史
的
資
料
（
文
献
読
解
）
に
基
づ
い
て
「
社

会
的
潮
流
や
政
治
的
潮
流
、
宗
教
運
動
」（Ibid. 1=7

）
な
ど
を
分
析
し
、
諸
作
品
を
そ
の
生
成
原
理
か
ら
読
解
し
て
時
期
区
分
を
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描
出
し
た
。
同
様
に
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
人
々
に
介
在
す
る
社
会
的
影
響
を
考
察
す
べ
く
、
詳
細
な
統
計
デ
ー
タ
に
立
脚
し
、
統
計
的

規
則
性
を
読
み
解
い
て
社
会
階
級
の
心
的
・
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
察
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
同
じ
「
後
書
き
」

の
中
で
、「
芸
術
作
品
の
意
味
把
握
の
諸
段
階
」
に
関
す
る
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
独
語
論
文
を
、
い
わ
ば
芸
術
を
鑑
賞
す
る
研
究
者
視

点
の
諸
水
準
を
扱
っ
た
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
「
方
法
論
」
と
し
て
要
約
し
て
い
る
。
こ
の
要
約
部
分
の
冒
頭
と
末
尾
で
、「
芸
術
作
品

は
、
そ
れ
に
適
用
さ
れ
る
解
釈
格
子
（la grille dʼinterprétation

）
に
応
じ
て
異
な
っ
た
層
の
意
味
を
帯
び
る
」（Bourdieu 1967, 

137=1987, 128

）、「
作
品
が
、
そ
れ
に
適
用
さ
れ
る
暗
号
に
応
じ
て
異
な
っ
た
層
の
意
味
を
示
す
」（Ibid. 140=130

）
と
ブ
ル

デ
ュ
ー
は
論
じ
て
い
る
が
、「la grille

」
は
暗
号
読
解
用
の
「
格
子
」
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
統
計
の
分
野
に
お
い
て
は
デ
ー
タ

を
集
計
し
た
「
分
割
表
」
を
意
味
す
る（（
（

。
そ
し
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
研
究
者
視
点
の
諸
水
準
を
考
察
し
た
こ
の
「
方
法
論
」
を
、

後
に
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
自
ら
の
社
会
学
「
理
論
」
へ
と
導
入
し
て
、
芸
術
を
鑑
賞
し
た
人
々
の
感
想
を
読
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
統

計
的
規
則
性
と
し
て
デ
ー
タ
か
ら
抽
出
さ
れ
る
階
級
ご
と
の
趣
好
の
相
違
を
、
文
化
資
本
の
多
寡
に
応
じ
た
認
識
図
式
の
階
級
格
差

と
し
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
（
三
浦 

二
〇
一
六
）。
こ
の
よ
う
に
、
芸
術
作
品
の
分
析
の
た
め
に
社
会
・
政
治
・
宗
教
に
関
す
る
史

料
文
献
を
読
み
込
む
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
も
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
芸
術
鑑
賞
の
研
究
に
統
計
を
取
り
入
れ
た
ブ
ル
デ
ュ
ー
も
、
同
時
代
の

美
術
史
研
究
者
・
文
化
社
会
学
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
奇
異
に
映
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
主
流
な
研
究
か
ら
逸
脱
し
た
よ
う

に
見
え
る
二
人
の
試
み
は
、
学
問
的
に
妥
当
な
範
囲
画
定
を
確
立
す
る
た
め
の
新
た
な
探
究
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

３
．　

学
校
制
度
と
ハ
ビ
ト
ゥ
ス

　

３
︲
１　

第
一
原
理
と
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
発
見

　

さ
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
ス
コ
ラ
学
と
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
が
時
代
的
・
空
間
的
に
同
時
発
生
す
る
と
い
う
「
平
行
性
」
に
注
目
し
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た
後
、
次
に
引
用
す
る
よ
う
な
方
法
論
に
よ
っ
て
、〈
行
為
を
規
制
す
る
原
理
〉
で
あ
る
「
精
神
習
慣
」
を
分
析
す
る
。「
初
期
お
よ

び
盛
期
の
ス
コ
ラ
学
が
誘
発
し
た
精
神
習
慣
が
、
初
期
お
よ
び
盛
期
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
形
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

を
問
う
際
に
は
、
学
説
の
概
念
的
内
容
は
無
視
し
て
、
ス
コ
ラ
学
者
自
身
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、
そ
の
〈m

odus operandi
（
や
り
方
・
手
口
）〉
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（Panofsky 1951, 27=2001, 45

）。
こ
う
し
て
、
ス
コ
ラ
学
の
教
義
内
容
を
直

接
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
思
考
形
態
や
手
順
法
に
注
目
す
る
と
い
う
方
法
論
を
採
用
し
て
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
見
出
し
た
の
が
、

一
二
︲
一
三
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
「
精
神
習
慣
」
と
し
て
作
用
す
る
二
つ
の
支
配
原
理
で
あ
っ
た
。

　

第
一
原
理
は
、
ス
コ
ラ
学
の
〈
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
テ
ィ
オ
（
顕
示
）〉
と
し
て
定
義
さ
れ
、
そ
の
〈m

odus operandi

（
（
（

〉
は
「
明
瞭

化
の
原
理
」
と
し
て
分
析
さ
れ
る
。
こ
の
明
瞭
化
を
目
指
す
〈
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
テ
ィ
オ
〉
は
、
学
校
で
伝
承
さ
れ
る
ス
コ
ラ
学
と
い

う
性
質
に
由
来
す
る
教
育
上
の
工
夫
を
通
じ
て
、
大
聖
堂
付
属
学
校
や
大
学
で
学
ん
だ
宗
教
家
た
ち
に
根
づ
い
て
い
っ
た
と
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
は
考
え
た
。
例
え
ば
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
よ
る
『
神
学
大
全
』
は
、
ス
コ
ラ
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
執
筆
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ゆ
え
「
学
習
の
順
序
に
従
っ
て
」
正
し
く
階
層
化
さ
れ
た
目
次
や
論
理
構
成
な
ど
に
、
明
瞭
化
の
た
め
の
体
系
的
分
節
化

と
い
う
特
徴
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
宗
教
家
た
ち
は
、
ス
コ
ラ
学
の
学
習
を
通
じ
て
、「
思
想
の
秩
序
正
し
さ
と
論
理
を

は
っ
き
り
と
分
か
る
よ
う
に
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
考
形
態
を
、
す
な
わ
ち
精
神
習
慣
と
し
て
の
〈
マ
ニ
フ
ェ
ス

タ
テ
ィ
オ
〉
を
習
得
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
（Ibid. 32-34=49-51

）。

　

他
方
、
建
築
の
現
場
で
は
、
建
築
主
（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）
で
あ
る
宗
教
家
と
の
緊
密
な
協
力
に
よ
っ
て
、
建
築
家
は
大
聖
堂
の
設

計
を
考
案
し
た
（Ibid. 27=45

）。
こ
う
し
た
伝
承
や
協
働
を
通
じ
て
、
ス
コ
ラ
学
に
特
有
の
〈
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
テ
ィ
オ
〉
す
な
わ
ち

明
瞭
化
の
原
理
は
、
建
築
家
な
ど
文
化
生
産
者
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
と
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
考
え
た
。「『
明
瞭
化

（clarification

）』
へ
の
情
熱
は
事
実
上
、
︱︱

ス
コ
ラ
学
の
教
育
上
の
独
占
に
鑑
み
て
全
く
当
然
の
こ
と
な
が
ら
︱︱

文
化
的
職
業

に
従
事
す
る
あ
ら
ゆ
る
知
性
（m

ind

）
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、『
精
神
習
慣
』
へ
と
成
長
し
た
」（Ibid. 36=57

）
の
で
あ
る
。
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盛
期
ス
コ
ラ
学
は
〈
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
テ
ィ
オ
〉
の
原
理
が
統
治
し
て
い
た
よ
う
に
、
盛
期
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
は
「
透
明
性

（transparency

）
の
原
理
」
に
支
配
さ
れ
て
い
た
（Ibid. 43=63

）。
両
者
は
い
ず
れ
も
、
隠
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
明
瞭
に
識
別
（
認

識
・
区
別
）
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
明
瞭
化
の
原
理
」
と
し
て
作
動
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
代
の
ス
コ
ラ

学
と
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
〈m

odus operandi

〉
で
あ
っ
た
「
明
瞭
化
の
原
理
」
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は

ス
コ
ラ
学
の
著
書
や
大
聖
堂
建
築
を
詳
細
に
検
証
し
、
以
下
の
三
つ
の
要
素
を
列
挙
し
て
い
る
（Ibid. 31=48, 44-51=64-68

）。

①　

全
体
性
へ
の
志
向
（
削
除
と
綜
合
に
よ
っ
て
最
終
解
を
目
指
す
）

②　

相
同
性
の
原
理
（
分
割
可
能
性
と
増
殖
可
能
性
）

③　

明
確
性
と
演
繹
的
説
得
性
（
相
関
性
と
相
互
推
論
可
能
性
）

　

と
こ
ろ
で
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
こ
の
具
体
的
な
検
証
作
業
の
中
で
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
が
『
神
学
大
全
』
で
論
じ
た
「
人
間

の
理
性
」
の
手
順
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。「
そ
れ
（
※
人
間
の
理
性
）
は
、
類
比
（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
）
に
よ
っ
て
、

神
秘
を
『
顕
わ
に
す
る
』〈
シ
ミ
リ
ト
ゥ
デ
ィ
ネ
ス
（
類
似
）〉
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（Ibid. 30=47

）。
そ
し
て
、
こ
の

〈
シ
ミ
リ
ト
ゥ
デ
ィ
ネ
ス
〉
を
推
論
す
る
た
め
に
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
が
考
案
し
た
方
法
の
ひ
と
つ
が
、〈
諸
部
分
の
平
行
性

（parallelism
us m

em
brorum

）〉
へ
の
注
目
で
あ
っ
た
。

　

じ
つ
は
、
平
行
性
に
注
目
し
て
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
見
出
す
こ
と
で
「
類
似
」
を
推
論
す
る
と
い
う
こ
の
手
順
法
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー

自
身
が
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
学
』
の
中
で
立
脚
し
た
「
方
法
論
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
指
摘
し
た
い
。
自
著
の
冒

頭
で
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
実
証
研
究
の
た
め
に
は
、「
異
種
の
諸
現
象
の
間
に
内
在
す
る
類
比
性
（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
）
の
発
見
を
試
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
努
力
は
『
平
行
性
（parallels

）』
の
追
求
を
生
み
出
し
て
き
た
」（Ibid. 1-2=7

）
と
述
べ
、
つ
づ
く
第
１
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章
で
は
、
時
間
的
・
空
間
的
な
同
時
発
生
性
と
い
う
、
学
問
（
ス
コ
ラ
学
）
と
諸
芸
術
（
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
な
ど
）
の
領
域
に
お
け
る
平

行
性
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
、
こ
の
先
を
進
め
て
、「
さ
ら
に
正
真
正
銘
の
平
行
性
で
さ
え
も
、
そ
れ
が
い
か
に

し
て
生
じ
た
か
を
推
察
で
き
な
け
れ
ば
、
我
わ
れ
を
本
当
に
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
」（Ibid. 2=8

）
と
続
け
、
第
２
章
以
降
で

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
ス
コ
ラ
学
と
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
間
に
「
真
の
因
果
関
係
」
を
見
出
し
て
、
平
行
性
を
生
み
出
す
生
成
原
理
で

あ
る
「
精
神
習
慣
」
の
分
析
へ
と
至
る
の
で
あ
る
。
時
代
的
・
場
所
的
な
平
行
性
の
指
摘
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
生
成
原
理
へ
と
分
析

を
進
め
る
こ
と
で
、
学
問
的
に
妥
当
な
「
類
比
性
（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
）」
を
見
出
す
と
い
う
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
手
法
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

研
究
者
の
主
観
に
よ
る
類
似
性
の
指
摘
で
は
な
く
、
科
学
的
・
客
観
的
な
「
類
似
」
の
根
拠
を
示
そ
う
と
し
た
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の

「
方
法
論
」
は
、
大
変
興
味
深
い
。

　

３
︲
２　

ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
定
義
と
社
会
学
的
研
究
法

　
「
明
瞭
化
の
原
理
」
を
分
析
し
た
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
美
術
史
研
究
か
ら
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
自
身
の
社
会
学
へ
と
継
承
し
た
の
は
、

理
論
面
で
は
学
校
制
度
の
機
能
と
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
定
義
、
方
法
論
と
し
て
は
社
会
学
的
研
究
法
の
探
究
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。

以
下
に
、
そ
の
詳
細
を
見
て
い
き
た
い
。

　

ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、「
神
学
的
言
語
の
建
築
的
言
語
へ
の
逐
語
的
翻
訳
（
し
た
が
っ
て
意
識
的
に
な
さ
れ
た
翻
訳
）
に
は
還
元
で
き
な

い
構
造
的
相
同
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
規
定
的
原
理
を
、『
習
慣
を
形
成
す
る
力
』
と
し
て
の
学
校
制
度
の
中
に

発
見
」
し
た
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
着
眼
を
評
価
す
る
。
そ
こ
か
ら
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
文
化
の
伝
承
が
学
校
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た

中
世
フ
ラ
ン
ス
社
会
で
は
、
学
校
制
度
を
介
し
て
無
意
識
的
な
諸
図
式
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
（
す
な
わ
ち
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
）
を
備
え
た

個
人
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
学
校
制
度
は
集
団
的
遺
産
を
個
人
的
で
共
通
の
無
意
識
に
変
え
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
「
あ
る
時
代
の
諸
作
品
を
学
校
の
慣
習
行
動
（pratique

：
日
常
実
践
）
に
関
連
づ
け
」
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た
こ
と
は
、「
諸
作
品
が
明
言
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
諸
作
品
が
あ
る
時
代
、
あ
る
社
会
の
象
徴
体
系
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
露
見
さ
せ
て
い
る
も
の
を
も
、
説
明
す
る
」
試
み
で
あ
る
と
高
く
評
価
す
る
（Bourdieu 1967, 

147-148=1987, 134-135

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
ま
た
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
「
方
法
論
」
か
ら
美
術
史
や
社
会
学
に
共
通
す
る
学
問
的
に
妥
当
な
実

証
研
究
（
説
明
の
試
み
）
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
研
究
者
の
主
観
を
離
れ
て
科
学
的
・
客
観
的
な
説
明
を
目
指
す
「
構

造
学
的
方
法
」
に
与
し
つ
つ
も
、
既
存
研
究
で
は
「
あ
る
社
会
・
あ
る
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
象
徴
シ
ス
テ
ム
の
諸
構
造
間
に
あ
る
相

同
性
と
、
そ
れ
ら
の
象
徴
シ
ス
テ
ム
間
で
の
（
…
…
）
相
互
の
変
換
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
形
式
上
の
変
換
原
理
と
を
打
ち
立
て

る
」
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
他
方
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
そ
の
先
を
進
め
て
、「
相
同
性
の
論
理
と
存
在
の
理
由
を

完
全
に
、
そ
し
て
具
体
的
に
説
明
す
る
『
具
体
的
（
…
…
）
関
連
』
を
発
見
し
よ
う
」
と
努
め
た
こ
と
に
着
目
す
る
（Ibid. 

147=134

）。
こ
う
し
て
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
提
唱
し
た
新
た
な
美
術
史
の
研
究
法
「
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
手
掛
か
り

に
、
社
会
学
的
研
究
法
の
前
提
条
件
を
考
察
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
方
法
論
上
の
三
つ
の
要
請
へ
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う（（（
（

。

　

①　

理
論
の
体
系
的
・
論
理
的
整
合
性
（
理
論
と
実
証
の
循
環
運
動
）

　

②　

構
造
的
相
同
性
（
研
究
者
の
主
観
で
な
く
、
客
観
的
構
造
の
抽
出
に
よ
る
類
似
説
明
）

　

③　

明
確
性
と
演
繹
的
説
得
性
（
説
明
で
き
る
事
実
の
広
が
り
と
多
様
性
）

　

こ
れ
ら
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
自
身
が
「
方
法
論
」
と
し
て
導
入
し
た
「
ス
コ
ラ
学（（（
（

」
の
手
順
法
の
要
素
と
重

複
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ま
さ
に
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、〈m

odus operandi
（
や
り
方
・
手
口
）〉
と
し
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
方

法
論
を
継
承
し
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
「
精
神
習
慣
」
と
し
て
抽
出
し
た
第
一
の
支
配
原
理
は
、
ス
コ
ラ
学
の
〈
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
テ
ィ
オ

（
顕
示
）〉
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
明
瞭
化
の
原
理
」
と
し
て
作
用
し
、
同
時
期
の
大
聖
堂
を
特
徴
づ
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
生
成
原

理
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
進
め
て
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、〈m

odus operandi

（
や
り
方
・
手
口
）〉
と
し
て
作
動
す
る
「
明
瞭
化
の
原

理
」
こ
そ
、
当
時
の
「
文
化
的
諸
作
品
の
生
産
全
体
を
司
っ
て
い
る
原
理
」
で
あ
り
、「
ス
コ
ラ
学
者
た
ち
が
、
そ
の
他
の
原
理
と

は
違
っ
て
名
指
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
原
理
」
で
あ
る
と
考
察
す
る
。
こ
れ
は
ま
た
、「
原
理
に
服
従
す
る
仕
方
を
規
定
す
る
原

理
」
で
あ
り
、
精
神
習
慣
が
「
あ
る
種
の
無
限
な
増
幅
に
よ
っ
て
可
能
性
の
限
界
ま
で
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
原
理
」

（Ibid. 159=143

）
で
あ
る
と
解
説
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、〈
行
為
を
規
制
す
る
原
理
〉
で
あ
る
「
精
神
習
慣
」

を
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
に
取
り
入
れ
た
だ
け
で
な
く
、「
精
神
習
慣
」
の
〈m

odus operandi

（
や
り
方
・
手
口
）〉
︱︱

〈
マ
ニ
フ
ェ

ス
タ
テ
ィ
オ
（
顕
示
）〉
の
発
露
の
仕
方
︱︱

で
あ
る
「
明
瞭
化
の
原
理
」
を
も
、
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
の
形
成
的
作
用
を
意
味
す
る

も
の
と
し
て
包
摂
す
る
の
で
あ
る
。
自
ら
理
論
と
実
証
の
循
環
や
主
客
対
立
の
超
克
を
目
指
し
た
ブ
ル
デ
ュ
ー
に
と
っ
て
の
ハ
ビ

ト
ゥ
ス
概
念
は
、
そ
れ
ゆ
え
前
述
の
三
つ
の
要
素
と
同
様
の
性
質
を
備
え
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
構
想
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
は
、
諸
作
品
・
諸
領
域
に
表
出
す
る
「
構
造
的
相
同
性
」
を
生
産
す
る
「
体
系
的
な
シ
ス
テ
ム
」
と
し

て
定
義
さ
れ
、「
無
限
の
個
々
の
図
式
が
生
ま
れ
て
く
る
基
本
的
図
式
の
全
体

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
し
て
「
一
つ
の
文
化
に
特
有
な
あ
ら
ゆ
る
思
考
、

知
覚
、
行
為
を
、
そ
し
て
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
だ
け
を
、
生
む
こ
と
を
可
能
に
す
る
内
面
化
さ
れ
た
諸
図
式
の
シ
ス
テ
ム

0

0

0

0

0

0

0

0

」（Ibid. 

152=137

）
と
定
義
さ
れ
る
。
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
理
論
的
成
果
や
そ
の
研
究
法
（
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
）
を
、
ま
た
自
ら

の
「
方
法
論
」
を
「
理
論
」
に
導
入
し
て
、
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
の
定
義
を
精
緻
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

４
．
創
造
者
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
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４
︲
１　

第
二
原
理
と
歴
史
の
発
展

　

次
に
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
を
め
ぐ
る
美
術
史
研
究
上
の
論
争
に
注
目
す
る
。
そ
れ
は
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク

に
代
表
さ
れ
る
、
建
築
技
術
の
機
能
や
経
済
的
要
因
か
ら
読
解
す
る
「
合
理
主
義
」
と
、
そ
れ
に
対
す
る
ポ
ル
・
ア
ブ
ラ
ム
に
よ
る

「
幻
影
主
義
」
か
ら
の
批
判
で
あ
る
（Panofsky 1951, 52-53=2001, 70

）。

　
　

一
二
、
一
三
世
紀
の
哲
学
に
関
し
て
「
す
べ
て
は
真
理
の
探
究
／
す
べ
て
は
知
的
訓
練
と
雄
弁
術
」
の
二
者
択
一
が
ほ
と
ん
ど
妥
当
し
な

い
の
と
同
様
に
、
一
二
、
一
三
世
紀
の
建
築
に
関
し
て
は
「
す
べ
て
が
機
能
／
す
べ
て
が
幻
影
」
の
二
者
択
一
は
ほ
と
ん
ど
妥
当
し
な
い
。

（
…
…
）
我
わ
れ
は
、
純
粋
な
意
味
に
お
け
る
「
合
理
主
義
」
と
対
面
し
て
い
る
の
で
も
、
近
代
の
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
」
と
い
う
美
学

の
意
味
に
お
け
る
「
幻
影
」
と
対
面
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
我
わ
れ
は
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
「
感
覚
も
ま
た
一
種
の
理
性
で
あ

る
」
の
説
明
に
役
立
つ
「
視
覚
論
理
」
と
呼
び
う
る
も
の
に
対
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（Ibid. 57-58=73-74

）

　

こ
れ
ら
の
美
術
史
上
の
論
争
は
、
ガ
ル
に
よ
っ
て
先
取
り
さ
れ
つ
つ
、
後
に
は
オ
ベ
ー
ル
と
フ
ォ
シ
ヨ
ン
に
よ
っ
て
合
理
的
な
妥

協
案
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
紆
余
曲
折
す
る
美
術
史
研
究
の
学
説
の
歴
史
と
同
様
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
歴
史
に
お
い
て
も
、

「
ジ
グ
ザ
グ
に
発
展
」
す
る
軌
跡
を
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
描
出
す
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
の
間
に
存
在
す
る
相
同
性
を
、
パ
ノ
フ
ス

キ
ー
は
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
そ
の
（
※
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
）
発
展
は
首
尾
一
貫
し
て
い
た
と
は
し
て
も
、
真
っ
す
ぐ
で
は
な

か
っ
た
。（
…
…
）
実
際
、
そ
れ
ぞ
れ
究
極
的
結
果
か
ら
は
逸
脱
す
る
よ
う
に
見
え
る
二
つ
の
対
比
的
な
解
の
間
の
劇
的
な
相
克
を

我
わ
れ
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
」（Ibid. 60-61=93-94

）。
そ
し
て
、
新
た
な
歴
史
的
発
展
に
は
、「
回
顧
的
に
見
れ
ば
、
直
接
的

な
道
か
ら
の
気
ま
ぐ
れ
な
逸
脱
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
実
は
『
最
終
的
な
』
解
の
た
め
の
不
可
欠
な
先
行
条
件
で
あ
る
」

（Ibid. 63-64=95

）
と
、
分
析
す
る
。
こ
の
発
展
の
軌
跡
を
辿
り
、
新
し
い
創
造
へ
と
至
る
過
程
の
中
に
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
二
つ
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目
の
「
精
神
習
慣
」
を
抽
出
す
る
。

　
　
「
最
終
的
な
」
解
は
、〈
矛
盾
し
た
諸
可
能
性
の
受
容
と
究
極
的
和
解
〉
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
我
わ
れ
は
ス
コ
ラ
学

の
第
二
の
支
配
原
理
に
出
会
う
。
第
一
の
原
理
︱︱

〈
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
テ
ィ
オ
（
顕
示
）〉
︱︱

が
、
古
典
的
盛
期
ゴ
シ
ッ
ク
が
い
か
よ
う

に
見
え
る
か
に
つ
い
て
我
わ
れ
の
理
解
を
助
け
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
第
二
の
原
理
︱︱

〈
コ
ン
コ
ル
ダ
ン
テ
ィ
ア
（
和
合
）〉
は
古
典
的
盛

期
ゴ
シ
ッ
ク
が
い
か
よ
う
に
し
て
生
起
し
た
か
に
つ
い
て
我
わ
れ
の
理
解
を
助
け
る
だ
ろ
う
。（Ibid. 64=96

）

　
〈
コ
ン
コ
ル
ダ
ン
テ
ィ
ア
（
和
合
）〉
と
は
、
ス
コ
ラ
学
に
お
い
て
、
相
矛
盾
す
る
諸
権
威
（
聖
書
の
章
句
や
哲
学
者
た
ち
の
教
え
）

を
等
し
く
受
け
入
れ
、
和
解
す
る
ま
で
再
解
釈
し
つ
づ
け
る
議
論
の
進
め
方
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
学
校
教
育
の
現
場
で
、

「
然
り
（sic

）」
と
「
否
（non

）」
と
い
う
二
項
対
立
を
解
消
す
る
た
め
の
話
法
〈
討
論
〉
を
通
じ
て
も
学
習
さ
れ
た
。
パ
ノ
フ
ス

キ
ー
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
発
展
の
過
程
に
も
同
様
の
特
徴
を
見
出
す
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の
構
成
要
素
を
各
々
際
立
た
せ
よ
う
と

す
る
と
、
各
要
素
の
共
存
が
困
難
と
な
る
（
矛
盾
が
生
じ
る
）
が
、
こ
れ
ら
相
矛
盾
す
る
要
素
を
調
和
さ
せ
る
試
み
の
中
か
ら
、
新

た
な
建
築
上
の
意
匠
が
生
ま
れ
発
展
し
た
と
説
明
す
る
。〈
コ
ン
コ
ル
ダ
ン
テ
ィ
ア
（
和
合
）〉
は
、〈
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
テ
ィ
オ
（
顕

示
）〉
と
同
様
、「
決
定
的
か
つ
全
包
括
的
な
精
神
習
慣
を
形
づ
く
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
（Ibid. 68=99

）。

　

最
後
に
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
ヴ
ィ
ラ
ー
ル
・
ド
・
オ
ヌ
ク
ー
ル
の
『
画
帖
（
ア
ル
バ
ム
）』
に
収
め
ら
れ
た
平
面
図
に
言
及
し
て

い
る
。
図
に
は
、「
彼
と
も
う
一
人
の
工
匠
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
コ
ル
ビ
ー
が
〈
互
い
に
討
論
し
合
っ
て
〉
考
案
し
た
」
こ
と
が
書
き

添
え
ら
れ
て
い
る
。
建
築
上
の
〈
問
題
〉
を
「〈
対
話
す
る
〉
で
も
〈
熟
考
す
る
〉
で
も
、
そ
の
他
似
た
も
の
で
も
な
く
、〈
討
論
す

る
〉
と
い
う
、
と
り
わ
け
ス
コ
ラ
学
的
な
用
語
」
に
よ
っ
て
、
二
人
の
建
築
家
の
や
り
取
り
が
描
写
さ
れ
る
こ
と
︱︱

こ
れ
を
パ
ノ

フ
ス
キ
ー
は
、
大
聖
堂
の
建
築
家
た
ち
が
「
厳
密
に
ス
コ
ラ
学
的
用
語
で
思
考
し
行
為
し
た
」
証
拠
と
し
て
呈
示
す
る
の
で
あ
る
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（Ibid. 87=113-114

）。

　　

４
︲
２　

芸
術
家
と
研
究
者
の
創
造
性

　

以
上
の
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
業
績
は
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
自
身
に
よ
る
要
約
か
ら
引
用
す
れ
ば
、「
ス
コ
ラ
的
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
中
に
、
ゴ

シ
ッ
ク
建
築
の
一
状
態
を
説
明
す
る
原
理
（
※
第
一
原
理
）
を
発
見
す
る
だ
け
で
は
な
い
。（
…
…
）『
一
見
浮
動
的
に
見
え
る
が
実

際
は
頑
固
な
ま
で
に
整
合
的
な
』
発
展
を
説
明
す
る
原
理
（
※
第
二
原
理
）
を
も
」
見
出
し
た
こ
と
に
、
そ
の
意
義
が
あ
る

（Bourdieu 1967, 159=1987, 143

）。

　

こ
こ
か
ら
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
新
し
い
時
期
区
分
を
生
み
出
す
芸
術
的
創
造
の
「
理
論
」
を
考
察
す
る
。
そ
れ
は
、
直
線
的
・
一
方

向
的
な
歴
史
の
展
開
で
は
な
く
、
浮
動
的
に
見
え
て
整
合
的
な
発
展
を
説
明
し
う
る
諸
作
品
の
生
成
原
理
、「
予
測
し
が
た
い
よ
う

な
斬
新
な
創
造
で
あ
っ
た
も
の
を
説
明
で
き
る
原
理
」
と
し
て
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
の
精
緻
化
で
あ
る
（Ibid. 160=144

）。
言
い
換

え
れ
ば
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
発
展
を
、
優
れ
た
芸
術
家
の
才
能
（
※
個
人
）
や
芸
術
的
可
能
性
の
シ
ス
テ
ム
の
自
動
展
開
（
※
構
造
）

に
よ
っ
て
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
事
前
に
は
予
見
で
き
な
い
が
事
後
に
は
説
明
が
可
能
な
芸
術
的
創
造
を
生
み
出
す
「
ハ
ビ
ト
ゥ

ス
」
の
働
き
と
し
て
分
析
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
の
構
想
に
は
、
一
方
で
「
創
造
的
個
人
」
と
い
う

神
聖
化
を
、
他
方
で
構
造
の
「
自
動
展
開
」
に
よ
る
説
明
を
超
克
す
る
企
図
が
含
ま
れ
て
い
た（（（
（

。「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
は
、「
行
為
の
生

成
文
法
0

0

」
に
も
喩
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
意
識
的
な
、
と
く
に
外
か
ら
課
せ
ら
れ
る
ど
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
完
全
に
予
見
す
る
こ

0

0

0

0

0

0

0

0

と
の
で
き
な
い
実
際
上
の
文
章
す
べ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
、
そ
の
潜
在
性
を
内
包
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
」
に
、

新
た
な
創
造
の
多
様
性
の
源
泉
と
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
（Ibid. 159=143
）。

　

こ
う
し
て
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
描
出
し
た
第
二
原
理
〈
コ
ン
コ
ル
ダ
ン
テ
ィ
ア
（
和
合
）〉
の
有
す
る
「
諸
矛
盾

の
調
和
」
と
い
う
働
き
︱︱

す
な
わ
ち
〈m

odus operandi

（
や
り
方
・
手
口
）〉
と
し
て
の
特
徴
︱︱

に
注
目
し
て
、
芸
術
的
創
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造
の
過
程
を
丹
念
に
追
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
ま
た
、
相
対
立
す
る
課
題
や
二
項
対
立
の
命
題
に
対
し
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
す

る
の
で
は
な
く
、
対
立
を
和
解
さ
せ
る
新
た
な
問
い
を
立
て
直
し
自
ら
答
え
る
「
問
い
と
解か
い

」
を
通
じ
て
、「
創
造
」
や
「
飛
躍
」

を
捉
え
る
視
点
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
そ
れ
は
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
に
よ
る
以
下
の
記
述
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
〈
提
題
〉
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
あ
る
い
は
、
あ
る
〈
提
題
〉
が
歴
史
の
中
で
次
々
に
と
っ
た
形
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
、（
…
…
）
あ
る
問
題

意
識
を
も
っ
て
い
る
精
神
に
と
っ
て
の
み
、
言
い
換
え
れ
ば
、
現
実
に
対
し
て
問
い
か
け
る
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の
習
慣
的
な
方
式
を
も
っ

て
い
る
精
神
に
と
っ
て
の
み
、「
提
題
」
と
し
て
存
在
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
最
終
解
を
導
い
た
一
連
の
解
そ
れ
ぞ
れ
は
、
問

い
を
発
生
さ
せ
同
時
に
解
の
探
究
を
も
方
向
づ
け
る
思
考
の
基
本
的
図
式
（
※
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
）
と
の
関
連
に
お
い
て
、
理
解
可
能
な
の
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
探
求
さ
れ
る
解
は
（
…
…
）
予
測
不
可
能
な
も
の
だ
が
、
後
か
ら
見
れ
ば
、
文
法
の
規
則
に
合
致
し
て
い
る
も
の
な
の
で

あ
る
か
ら
。（
…
…
）
お
そ
ら
く
こ
の
方
向
に
こ
そ
（
※
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
芸
術
家
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
を
捉
え
る
こ
と
こ
そ
）、「
機
能
」

を
前
提
と
す
る
理
論
と
「
幻
影
」
を
前
提
と
す
る
理
論
と
の
対
立
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
可
能
性
が
見
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。（Ibid. 

160=144

）

　　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
自
身
も
喚
起
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
以
前
に
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
た
問
い
（
※
「
機
能
」
と
「
幻
影
」
の
対
立
）
を
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
根
源
的
に
新
し
く
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

「
設
置
す
る

0

0

0

0

」
の
で
あ
る
。（Ibid. 146=133

）

　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
提
出
す
る
の
は
、
個
別
的
事
例
を
越
え
て
有
効
な
、
し
か
も
個
別
的
に
意
味
を
も
つ
問
い
と
解

0

0

0

0

な
の
で
あ
る
。（Ibid. 

147=134

）

　

ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
発
展
を
解
説
す
る
前
者
の
論
理
構
成
を
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
自
身
の
問
い
の
立
て
方
の
独
自
性

を
読
み
解
く
後
者
に
お
い
て
も
採
用
し
て
い
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
示
唆
し
た
両
者
の
相
同
性
を
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
も
十
分
に
意
識
し
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て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

続
い
て
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
同
時
に
仏
訳
し
収
録
し
た
小
論
「
サ
ン
＝
ド
ニ
修
道
院
長
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
が
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
学
』
で
描
出
し
た
「
精
神
習
慣
」
が
時
代
的
な
影
響
下
の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

彼
の
小
論
︱︱

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
創
始
者
と
さ
れ
る
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
個
人
に
関
す
る
論
考
︱︱

の
中
に
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
集
団
的
・

階
級
的
な
影
響
の
分
析
の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
創
造
者
の
特
異
な
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
を
「
行
為
の
全
体
を
統
合
し

説
明
す
る
原
理
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
「
体
系
的
に
な
さ
れ
た
伝
記
」、
す
な
わ
ち
、
複
数
の
界
に
お
け
る
性
向
や
身
体
的
な
特
徴

を
も
関
連
性
の
中
で
把
握
し
、
あ
る
特
異
な
人
物
の
革
新
的
行
為
の
生
成
原
理
の
抽
出
を
試
み
る
「
創
造
者
の
体
系
的
な
伝
記
」
は
、

「
学
校
に
よ
る
ど
ん
な
教
え
込
み
も
完
全
に
は
抹
消
で
き
な
い
独
特
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
、
完
全
に
考
察
す
る
こ
と
を
さ
え
可

能
に
す
る
だ
ろ
う
」
と
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
論
じ
る
（Ibid. 164-166=147-148

）。
こ
の
集
団
的
・
階
級
的
な
影
響
を
分
析
す
る
試
み
は
、

ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
の
定
義
（
理
論
）
に
由
来
す
る
「
方
法
論
」
の
探
求
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
に

も
見
出
せ
よ
う
。

　
　

こ
の
集
団
（
※
「
個
人
の
只
中
に
こ
そ
存
在
す
る
集
団
」）
は
、（
…
…
）
文
化
と
い
う
形
で
、
あ
る
い
は
（
…
…
）
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
と
い
う

形
で
、
個
人
の
中
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
を
通
じ
て
、
創
造
者
は
自
分
の
集
団
や
時
代

0

0

0

0

0

に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

外
面
的
に
は
最
も
独
特
に
見
え
る
彼
の
創
造
行
為

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
、
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
は
彼
の
知
ら
な
い
う
ち
に
方
向
づ
け
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。（Ibid. 

142=131

）

　　

ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
研
究
対
象
と
な
っ
た
「
個
人
の
中
の
集
団
」
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
「
創
造
者
の
意
識

も
、
ま
た
同
じ
文
化
に
参
加
し
て
い
る
人
々
す
べ
て
の
意
識
を
も
、
す
り
抜
け
て
し
ま
う
」（Ibid. 142=131

）
た
め
気
づ
か
れ
ず
、
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そ
れ
ゆ
え
「
偶
然
と
意
味
と
が
意
識
か
ら
完
全
に
脱
落
す
る
ゆ
え
に
こ
そ
な
お
さ
ら
恒
常
的
」（Ibid. 161-162=145

）
に
作
用
す
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
着
眼
は
、
民
族
学
の
手
法
と
も
共
通
す
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
た
い
。
事
実
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
提
唱
し
た
イ
コ
ノ

ロ
ジ
ー
（
図
像
解
釈
学
）
も
、
民
族
誌
（
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
に
対
す
る
民
族
学
（
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
）
の
関
係
と
同
様
、
既
存
の
研

究
法
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
図
像
学
）
に
対
す
る
新
た
な
研
究
法
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。

　

民
族
学
的
手
法
も
、
個
別
具
体
的
な
儀
礼
や
神
話
の
内
容
そ
の
も
の
の
背
後
に
あ
る
、
そ
の
生
成
原
理
に
注
目
す
る
。
加
え
て
、

研
究
者
と
異
な
る
現
地
の
認
知
図
式
や
行
動
様
式
に
対
し
て
は
、
二
項
対
立
的
に
そ
の
正
誤
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
問
い
を
立

て
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
分
析
を
進
展
さ
せ
て
い
く
（
例
え
ば
、
太
陽
の
色
は
赤
と
黄
色
の
「
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
」
で
は
な
く
、「
ど
の
よ

う
な
色
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
を
学
習
し
た
の
か
」
と
問
い
を
立
て
直
す

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
で
、
認
知
図
式
に
介
入
す
る
社
会
的
影
響
を
分
析
す
る
等
）。

　
「
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
ス
コ
ラ
的
思
考
や
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
『
精
神
習
慣
』
に
類
似
し
た
精
神
習
慣
が
、
文
明
全
体
の
中
に
成
立

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
の
妥
当
性
の
拡
張
に
道
を
つ
け
て
く
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（Ibid. 151=137

）
と
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
記
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
美
術
史
研
究
（
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
）
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
民
族
学
か
ら
社
会
学
へ
と
「
拡
張
」

す
る
道
を
新
た
に
探
る
契
機
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

５
．　

お
わ
り
に
︱︱

理
論
と
方
法
論
の
相
互
作
用
と
し
て
の
反
省
的
社
会
学

　

本
論
文
で
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
仏
訳
書
に
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
付
し
た
「
後
書
き
」
を
詳
細
に
分
析
し
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
パ
ノ
フ
ス

キ
ー
を
受
容
し
社
会
学
へ
と
継
承
し
た
「
手
法
」
を
抽
出
し
た
。「
手
法
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
〈m

odus operandi

（
や
り
方
・

手
口
）〉
と
し
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
美
術
史
研
究
を
受
容
し
た
ブ
ル
デ
ュ
ー
社
会
学
の
特
徴
を
、
改
め
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

ひ
と
つ
は
、
学
問
的
に
妥
当
な
範
囲
画
定
・
境
界
線
引
き
の
試
み
で
あ
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
美
術
史
の
「
時
期
区
分
」
の
根
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拠
と
し
て
諸
作
品
の
「
生
成
原
理
」
に
注
目
し
、「
都
市
空
間
」
に
お
け
る
文
化
的
生
産
者
た
ち
の
精
神
習
慣
の
共
有
を
見
出
し
た
。

ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
こ
の
論
理
構
成
を
反
転
さ
せ
て
自
ら
の
階
級
概
念
に
取
り
入
れ
、
社
会
空
間
の
「
階
級
区
分
」
の
根
拠
と
し
て

人
々
の
趣
好
の
「
生
成
原
理
」
に
注
目
し
、
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
に
身
体
化
さ
れ
た
歴
史
と
い
う
「
時
間
的
側
面
」
を
導
入
す
る
。

　

そ
し
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
「
時
期
区
分
」
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
展
開
し
た
研
究
の
具
体
的
な
過
程
を
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
詳
細

に
検
討
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
社
会
学
的
研
究
に
「
手
法
」
と
し
て
継
承
す
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、「
精
神
習
慣
」
と
し
て
抽
出

し
た
ス
コ
ラ
学
の
第
一
原
理
〈
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
テ
ィ
オ
（
顕
示
）〉
に
つ
い
て
、
そ
の
〈m

odus operandi

（
や
り
方
・
手
口
）〉
で

あ
る
「
明
晰
化
の
原
理
」
の
特
徴
を
挙
げ
た
。
こ
こ
か
ら
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
を
精
緻
化
さ
せ
、
新
た
な
社
会
学
的

研
究
法
を
探
求
す
る
。
ま
た
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
抽
出
し
た
第
二
原
理
〈
コ
ン
コ
ル
ダ
ン
テ
ィ
ア
（
和
合
）〉
は
、「
諸
矛
盾
の
和

解
」
を
目
指
す
こ
と
で
発
展
を
促
す
原
理
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
性
向
に
規
制
さ
れ
つ
つ
新
た
な
創
造
や
発
明
を

も
た
ら
す
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
の
着
想
を
得
て
、
芸
術
家
の
創
造
性
を
分
析
す
る
社
会
学
的
手
法
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
民
族
学
的

研
究
か
ら
の
新
た
な
拡
張
を
見
出
す
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
豊
饒
な
美
術
史
研
究
か
ら
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
多
く
の
示
唆

を
得
て
、
自
身
の
社
会
学
へ
と
継
承
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
発
展
は
、「
首
尾
一
貫
し
て
い
た
と
は
し
て
も
、
真
っ
す
ぐ
で
は
な
か
っ
た
」、「
二
歩
進
ん
で
は

一
歩
退
い
て
」
様
々
な
工
夫
と
逸
脱
と
を
、
前
進
的
あ
る
い
は
退
行
的
な
特
徴
と
を
有
す
る
と
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
指
摘
し
て
い
る

（Panofsky 1951, 60=2001, 93

）。
そ
れ
ゆ
え
、
例
え
ば
、
特
定
の
建
築
を
ど
の
時
期
区
分
の
も
の
と
見
な
す
か
、
ま
た
い
つ
建
築

様
式
が
移
り
変
わ
っ
た
と
定
め
る
か
と
い
う
時
期
区
分
の
問
題
は
、
研
究
者
の
間
で
も
論
争
の
対
象
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
美
術
史

研
究
に
お
い
て
は
、
あ
る
作
品
を
ど
の
時
期
の
も
の
と
見
な
す
か
と
い
う
問
い
（
作
品
の
時
期
区
分
と
そ
の
読
解
）
そ
の
も
の
が
、
一

連
の
作
品
群
を
ど
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
化
し
境
界
線
を
引
く
か
と
い
う
（
作
品
群
の
時
間
的
な
「
範
囲
画
定
」
を
め
ぐ
る
）
方
法
論
を

前
提
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
作
品
の
時
期
区
分
に
基
づ
く
読
解
（「
理
論
」）
と
作
品
群
の
時
間
的
範
囲
画
定
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（「
方
法
論
」）
と
が
相
補
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
範
囲
画
定
（
境
界
線
引
き
）
の
「
方
法
論
」
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
社
会
学
と
の
共
通
点
を
見
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（（（
（

。
な
ぜ
な
ら
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
当
時
、
自
身
の
社

会
学
的
研
究
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
た
の
は
、
空
間
的
「
範
囲
画
定
」
と
し
て
の
社
会
階
級
の
境
界
線
引
き
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。

　

こ
こ
か
ら
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
か
ら
継
承
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
「
手
法
」
と
し
て
、
︱︱

エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
（
科

学
認
識
論
）
の
伝
統
と
は
異
な
る
︱︱

自
ら
の
研
究
に
対
す
る
反
省
的
視
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
卓

越
し
た
美
術
史
研
究
と
共
に
、
美
術
史
の
た
め
の
新
た
な
研
究
法
を
考
察
し
続
け
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
理
論
」
的
成
果
は
、「
方

法
論
」
と
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
自
覚
的
で
あ
っ
た
。
本
論
文
で
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
美
術
史
研
究
で

発
見
し
た
「
理
論
」
的
成
果
で
あ
る
ス
コ
ラ
学
の
手
法
を
、
自
ら
の
美
術
史
研
究
の
「
方
法
論
」
と
し
て
導
入
し
た
。
ひ
と
つ
は

「
類
似
」
を
分
析
す
る
た
め
の
手
法
で
あ
り
、
平
行
性
へ
の
注
目
と
そ
の
生
成
の
分
析
に
見
出
さ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
歴
史
の

展
開
を
促
す
「
諸
矛
盾
の
調
和
」
で
あ
り
、
対
立
を
新
し
い
問
い
へ
と
再
構
成
し
て
解
を
探
求
す
る
手
法
で
あ
る
。

　

ブ
ル
デ
ュ
ー
も
ま
た
、
人
々
の
慣
習
行
動
（pratique

：
日
常
実
践
）
に
関
す
る
「
理
論
」
を
、
自
ら
の
研
究
実
践
（pratique

）

に
介
在
す
る
社
会
的
影
響
を
分
析
す
る
た
め
の
「
方
法
論
」
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
自
身
の
社
会
学
的
研
究
を
進
展
さ
せ
る
。
他

方
で
、
自
ら
の
研
究
実
践
へ
の
反
省
的
考
察
が
、
ひ
る
が
え
っ
て
人
々
の
慣
習
行
動
を
分
析
す
る
「
理
論
」
に
な
る
。
ブ
ル
デ
ュ
ー

に
と
っ
て
も
ま
た
、「
理
論
」
と
「
方
法
論
」
は
相
互
循
環
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
「
後
書
き
」
の
最
後
で
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
別
の
論
考
「
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
」
か
ら
一

文
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
芸
術
の
歴
史
家
は
、
自
ら
が
行
っ
て
い
る
こ
と
に
意
識
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、〈
素

朴
な
〉
観
察
者
と
は
異
な
っ
て
い
る
」（Ibid. 167=149

）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
既
存
の
社
会
学
的
研
究
（
自
然
発
生
的
な

視
点
の
ま
ま
行
わ
れ
る
研
究
）
に
対
し
て
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
社
会
学
が
打
ち
立
て
た
「
反
省
性
」
を
端
的
に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
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ブ
ル
デ
ュ
ー
は
「
後
書
き
」
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

　

彼
（
※
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
）
の
行
っ
て
い
る
事
柄
を
彼
が
行
い
う
る
の
は
、
彼
の
行
っ
て
い
る
事
柄
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
行
う
と
い
う
こ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
、
彼
が
刻
一
刻
知
っ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
科
学
の
最
も
謙
虚
で
最
も
高
貴
な
作
業
の
価

値
は
、
そ
の
作
業
に
伴
う
理
論
的
・
認
識
論
的
な
意
識
の
価
値
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。（Ibid. 167=149

）

　

自
ら
の
研
究
実
践
を
対
象
化
し
、
理
論
に
立
脚
し
た
研
究
法
を
打
ち
立
て
る
こ
と
︱︱

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
理
論
と
方
法
論
の
相

互
作
用
と
し
て
の
反
省
的
社
会
学
の
萌
芽
で
あ
り
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
社
会
学
の
基
層
的
形
成
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と

を
若
き
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
「
後
書
き
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
1
）　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
系
研
究
者
だ
が
、
ナ
チ
ス
政
権
下
で
一
九
三
四
年
に
ア
メ
リ
カ
へ
亡
命
し
、
プ
リ
ン
ス

ト
ン
高
等
研
究
所
に
勤
め
た
。

（
2
）　

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
創
始
者
と
さ
れ
る
サ
ン=

ド
ニ
教
会
の
修
道
院
長
名
を
、
本
論
文
で
は
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
と
表
記
し
て
い
る
が
、

そ
の
他
に
も
ス
ゲ
リ
ウ
ス
、
シ
ュ
ジ
ェ
、
シ
ュ
ジ
ェ
ル
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
3
）　

本
論
文
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
イ
ト
ル
に
従
っ
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
英
語
原
典
を
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
学
』、
ブ
ル

デ
ュ
ー
に
よ
る
仏
訳
書
を
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
的
思
考
』
と
表
記
す
る
。

（
4
）　

例
え
ば
、Bourdieu

（1987, 23=1991, 25

）（2004, 131-132=2011, 158-159

）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）　

な
お
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
に
よ
る
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、H

ooker et al. 

（2001

）
や
前
田
（
二
〇
〇
一
）
ら
美
術
史
研

究
の
立
場
か
ら
様
々
な
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
美
術
史
研
究
へ
の
理
解
は
部
分
的
で
誤
解
が
多
く
（
ブ
ル
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デ
ュ
ー
の
生
活
史
研
究
へ
の
理
解
に
も
同
様
の
批
判
が
あ
る
）、
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
の
理
解
に
間
違
い
が
あ
る
と
い
う
批
判
や
、『
ゴ
シ
ッ
ク

建
築
と
ス
コ
ラ
学
』
仏
訳
時
に
お
け
る
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
訳
語
の
選
択
が
、
ブ
ザ
ン
ら
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
史
研
究
者
の
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
解
釈

を
偏
向
さ
せ
た
可
能
性
の
指
摘
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
本
論
文
の
目
的
は
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
美
術
史
研
究
へ
の
理
解
や
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
解

釈
の
「
当
否
」
を
検
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
ど
の
よ
う
に
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
を
受
容
し
た
の
か
、
そ
の
過
程

か
ら
見
え
て
く
る
ブ
ル
デ
ュ
ー
社
会
学
の
「
手
法
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

（
6
）　

例
え
ば
、
ピ
カ
ソ
の
抽
象
画
と
幼
児
の
落
書
き
が
「
似
て
い
た
」
と
し
て
も
、
後
者
は
現
代
芸
術
の
生
成
原
理
を
共
有
し
て
い
な
い

以
上
、
そ
れ
は
偶
然
で
あ
り
見
せ
か
け
の
一
致
と
い
え
る
。

（
7
）　

例
え
ば
、
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、「
社
会
的
行
為
者
は
歴
史
の
産
物
で
あ
り
、
社
会
的
世
界
全
体

の
歴
史
と
、
特
定
の
下
位
界
の
中
で
の
経
路
の
積
み
重
ね
ら
れ
た
（
※
個
人
的
）
経
験
の
歴
史
と
の
産
物
な
の
で
す
」
と
答
え
て
い
る

（Bourdieu avec W
acquant 1992, 110=2007, 179

）。

（
8
）　

な
お
、「
後
書
き
」
を
付
し
て
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
仏
訳
書
を
出
版
す
る
前
年
の
一
九
六
六
年
に
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
統
計
デ
ー
タ
を

駆
使
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
美
術
館
来
訪
者
を
社
会
学
的
に
分
析
し
た
『
芸
術
愛
好
』
を
、
統
計
学
者
ア
ラ
ン
・
ダ
ル
ベ
ル
ら
と
共
著

で
出
版
し
て
い
る
。

（
9
）　
〈m

odus operandi

〉
と
は
、
操
作
法
、
や
り
方
、
手
口
な
ど
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
ス
コ
ラ
学
か
ら

借
用
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
英
語
圏
で
は
「
Ｍ
Ｏ
」
と
略
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
中
継
の
解
説
や
刑
事
ド
ラ
マ
の
台
詞
に
登
場
す
る
ほ
ど
、

一
般
に
浸
透
し
て
い
る
。

（
10
）　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
を
基
に
考
案
し
た
社
会
学
の
方
法
論
的
要
請
に
つ
い
て
は
、『
社
会
学
者
の
メ
チ
エ
』（Bourdieu et al. 

1968=1994

）
の
「
３
・
２　

命
題
の
体
系
と
体
系
的
論
証
」
に
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
注
の
直
後
に
挙
げ
た
①
か
ら
③
の

各
項
目
名
は
、
こ
ち
ら
に
倣
う
用
語
法
で
表
記
し
た
。

（
11
）　

そ
れ
ゆ
え
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
『
パ
ス
カ
ル
的
省
察
』
で
「
ス
コ
ラ
学
」
批
判
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
つ
ま
り
自
身
の
社
会
学
で
採

用
し
て
き
た
方
法
論
を
反
省
＝
再
帰
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
展
開
を
目
指
す
契
機
に
し
よ
う
と
し
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

（
12
）　

ブ
ル
デ
ュ
ー
は
晩
年
の
著
書
で
、「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
概
念
は
、
英
語
で
別
々
に
刊
行
さ
れ
た
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
二
つ
の
論
文
を
集
め
て

私
が
出
版
し
た
本
の
後
書
き
に
、（
…
…
）
構
造
主
義
に
対
す
る
そ
の
批
判
的
含
意
と
共
に
、
姿
を
見
せ
て
い
る
」（Bourdieu 2004, 
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131-132=2011, 158-159

）
と
回
顧
し
て
い
る
。

（
13
）　

ブ
ル
デ
ュ
ー
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
の
最
終
ゼ
ミ
で
は
、
印
象
派
の
画
家
モ
ネ
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ブ
ル
デ
ュ
ー

は
自
ら
の
研
究
手
法
の
基
層
と
な
っ
た
美
術
史
研
究
に
立
ち
戻
る
こ
と
で
、
変
動
す
る
（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
）「
時
間
軸
」
に
お
け
る
新

旧
の
画
家
た
ち
の
動
的
再
編
の
歴
史
的
経
緯
を
改
め
て
自
ら
の
社
会
学
の
射
程
に
入
れ
る
研
究
に
取
り
組
も
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

モ
ネ
論
を
通
じ
て
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
界
の
象
徴
闘
争
の
理
論
化
を
企
図
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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